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2-2-1 美濃土岐氏、多治見の大畑時代 

 

①岐阜の土岐氏 

 長近の父定近は、美濃国守護、土岐氏の氏族であった。土岐氏は平安時代、岐阜市茜

部周辺で活動していた源氏の一族で、鎌倉時代初めまでには土岐郡（瑞浪市）あたりに

住み、土岐氏を名乗る。南北朝の争いには北朝の武将として足利尊氏のもとで功績をあ

げ、美濃国の守護になった。その後、力が弱まり、最後は斎藤道三によって美濃国から

追い出され、土岐氏の時代が終わっている。 

 岐阜県岐阜市長良・長良公園は土岐氏の福光城跡で、長良川をはさんで岐阜城が見え

る。美濃国守護土岐氏は福光城から独立丘陵「鷺山」までの空間に町（鷺山遺跡群）を

建設した。発掘調査で家臣の屋敷地や宗教施設などが見つかっている。 

 

②土岐成頼
しげより

 

 土岐成頼は金森長近の曾祖父である。 

 土岐成頼は康正二年（一四五六）十五歳で、美濃国守護土岐持益の養子となり、左京

大夫美濃守となった。応仁の乱では山名氏に従い、始終京都にあって西軍の有力武将と

して十一年間転戦した。文明九年（一四七七）和平成立後、足利義視、義稙父子をと 

もなって帰国した。明応六年（一四九七）五十六歳で病没し、瑞龍寺
ずいりょうじ

に葬られた。 

 瑞龍寺が所蔵する成頼像は没後に描かれたもので、曲録に座す僧侶の姿で描かれてい

る。賛は東陽英朝（一四二八～一五〇四）のもので、文中に「岐阜鍾秀」とあり、信長

入城以前に「岐阜」が地名として使われた史料としても注目されている。 

 

③斎藤妙椿
みょうちん

 

 斎藤妙椿は土岐家の守護代で、主君成頼が京都で転戦している間、在国し支配権を確

立、さらに近江、越前など近国にも勢力を拡大していった。他方、歌人でもあった妙椿

は文化人の保護者でもあり、美濃で連歌が華やかに行なわれた時代を築いた。応仁元年

（一四六七）頃、主君成頼のために瑞龍寺を建立した。妙椿は、文明十二年（一四八〇）

七十歳で没しここに葬られた。 

 

④成頼の菩提寺 瑞龍寺 

 瑞龍
ずいりょう

寺は斎藤妙椿が土岐成頼（一四四二～一四九七）の菩提所 

として悟渓宗頓（一四一六～一五〇〇）を実質的な開山として創建した禅宗寺院である。
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後に美濃地域の臨済宗妙心寺派の中核寺院として同派を束ねていくことになった。 

 

⑤斎藤道三 明応三年（一四九四）～弘治二年（一五五六） 

 名は利政、のち秀龍といい、晩年入道して道三と名乗った。山城の出身で、日蓮宗妙

覚寺と深い関係を持ち、山崎屋と号して油売りを業としたと伝えられる。美濃守護土岐

氏の老臣斎藤利安の門に出入りするうち、利安の臣西村家を継ぎ、次いで享禄三年（一

五三〇）利安を殺して新九郎利政と名乗り、天文七年（一五三八）守護代斎藤氏を攻め

た。天文十一年（一五四二）美濃守護の土岐頼芸を追い、美濃を押領したが、長男義龍

と長良川で戦い敗死。織田信長の室は道三の娘である。 

 

※斎藤義龍 大永七年（一五二七）～永禄四年（一五六一） 

斎藤道三の子。母「三芳野」は美濃守護土岐頼芸の側室で義龍を宿して道三に嫁し

て後に生んだといわれる。はじめ新九郎高政と称し、長じて父道三と不和となり、弘

治元年（一五五五）おじ長井道利とはかって道三に背き、翌年長良川に戦って父を討

ち、美濃を制圧した。永禄二年（一五五九）から織田信長と争ったが病死。 

※⑤、⑥は「『角川日本史辞典』第二版 ㈱角川書店 一九九一年発行」を参考とした。 

               

⑦大桑城 

（⑦は『越前大野城と金森長近』四頁より） 

 土岐成頼
しげより

の二男（土岐）定頼は、兄である美濃守「土岐政房」に仕えて「大桑」に居

を構え、大桑兵部大輔定頼と改称した。 

 土岐氏は室町幕府の初期に、土岐頼康（八代）が足利高経の軍に転戦している。頼康、

康行の頃、美濃、尾張、伊勢の三国の守護となり、東海随一の守護であった。 

 土岐氏十五代「政房」の長男「政頼」は、天文十六年（一五四七）頃、斎藤道三と戦

い、大桑の居城を追われたが、越前の朝倉孝景の援助を受けて城に帰ることができた。 

 しかし、「政頼」は若くして亡くなってしまったため、弟である「頼芸
よりあき

」が十六代を継

ぎ、再び道三と戦ったものの、大桑城を追われてしまう。そして美濃から甲斐の武田信

玄のもとへと走った。 
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⑧ 土岐氏からの系図 

（⑧は『越前大野城と金森長近』四頁より） 

 

 

⑨ 多治見市大畑の時代 

（⑨『越前大野城と金森長近』四頁より） 

 明応（一四九二～一五〇一）の頃に「定頼」は多治見大畑に移り、采女「定近」をも

うけている。『文三郎金森系譜』によれば、「定頼」は一時商売をしていたとも伝えてい

る。この頃の土岐氏は守護として勢力を持っていた。 

 「定近」は多治見にいる時、斎藤一族の女との間に、大永四年（一五二四）、長近をも

うけた。この頃になると土岐氏は衰退の時代であり、長近は父定近とともに多治見で苦

労を重ねたが、ついに滋賀県の金ヶ森に移り住むことになる。 

 

『高山市史・金森時代編』より 
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